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は、6 点尺度、順位付け、自由記述式の 3 種類がある。本データ集ではこれらの質問について、以
下の(１)～(３)に示した情報を掲載した。また、追加調査についても、(４)に示した情報を掲載した。
なお、各質問の集計表を科学技術政策研究所のホームページに掲載した。 
（１） 6 点尺度の質問 
○ 各問について以下の情報を示した。 
(2006 年度調査～2009 年度調査の変化) 
• 2006 年度～2009 年度調査の指数及び両端 4 分の 1 の値(第 1 四分位値、第
3 四分位値) 
• 2006 年度、2009 年度調査の指数差(<2009 年度調査の指数>－<2006 年度調
査の指数>) 
(2008 年度調査と 2009 年度調査の比較) 
• 2008 年度調査から評価を下げた回答者数(A) 
• 2008 年度調査と評価を変えなかった回答者数(B) 
• 2008 年度調査から評価を上げた回答者数(C) 
• (A+C)/(A+B+C) 
• (C-A)/(A+B+C) 
○ 指数は上から 2006 年度～2009 年度調査の値であり、2006 年度～2008 年度調査の値を黒丸、
2009年度調査の値を白丸で示している。指数計算には、それぞれの調査において実感有りと
した回答者の回答を用いた。 
○ A、B、C の集計は、2008 年度調査、2009 年度調査とも実感有りとした回答者に対して行なっ
た。 
○ 実感有りと実感無しの指数に1ポイント以上の差がある場合は実感無しの結果も含めた。実感













○ 問 1～問 4 の 6 点尺度の質問については、指数及び両端 4 分の 1 の値(第 1 四分位値、第 3
四分位値)を示した。 


































問では、回答者は複数の選択項目から第 1 位から第 3 位を選択する。そこで、第 1 位→30/3 ポイ
ント、第 2 位→20/3 ポイント、第 3 位→10/3 ポイントに変換した。次に、選択項目ごとに、各順位の
ポイントとその有効回答者人数の積を求め、次にそれぞれの積の値を合計し、第 1 位の有効回答
者数で除した。 




























全回答 -0.36 13 152 24 0.2 0.06
大学 -0.38 9 106 12 0.17 0.02
公的研究機関 -0.73 1 17 4 0.23 0.14












































































































































2006 3.4 3.4 7.3 4.7 1.2 18.6 6.6 46.5 25.2 3.1
2007 3.1 3.2 7.4 5.1 1.2 16.1 5.5 50.0 26.1 2.3
2008 3.0 3.4 7.3 5.4 1.0 15.4 6.3 43.9 32.1 2.3
2009 3.1 3.3 7.6 5.4 0.7 16.7 5.9 47.3 29.3 0.9
2006 2.5 3.2 8.0 5.2 1.1 9.5 5.8 52.6 29.2 2.9
2007 1.8 2.9 8.2 6.1 1.0 4.8 4.0 57.9 31.7 1.6
2008 2.2 3.0 8.0 6.1 0.7 8.6 3.6 52.1 34.3 1.4
2009 2.0 3.2 8.2 6.0 0.5 7.6 4.1 55.2 33.1 0.0
2006 3.8 3.9 6.8 5.1 0.4 20.0 13.3 40.0 26.7 0.0
2007 4.0 3.2 6.1 5.6 1.0 21.9 12.5 28.1 37.5 0.0
2008 2.6 3.9 6.5 6.2 0.9 12.5 12.5 29.2 45.8 0.0
2009 3.4 3.5 6.3 6.1 0.7 25.0 8.3 33.3 33.3 0.0
2006 5.6 3.7 5.8 2.9 2.0 43.1 5.9 31.4 13.7 5.9
2007 5.8 4.1 6.0 2.7 1.4 41.7 4.2 41.7 8.3 4.2
2008 5.6 3.9 6.1 3.0 1.5 34.9 9.3 30.2 18.6 7.0


















基盤的経費の充実と公募型研究費の組合せによって足腰の強い研究体制が生み出される。(大学, 学長等クラス) 3   4   2
3   5   2 3   4   2民間には余裕がない。(大学, 所長・部室長クラス)
3   4   1
非公募型の場合に、公開性と納得出来る支援組織の選択手法が不明確である。(大学, 学長等クラス)
3   2   4 3   4   2基盤的経費が減少のため。(大学, 学長等クラス)
1   4   3 4   3   2
2   3   1 1   2   3公募型は増えており、逆に国家戦略が不在になりつつある。(大学, 所長・部室長クラス)
1   3   4 1   4   3基盤資金の不足で、全体の力が低下している。(大学, 所長・部室長クラス)
2   3   5 2   1   5研究規模の大型化などにより、国家主導型の研究開発が必要になってきている。(大学, 所長・部室長クラス)
2   1   3 2   1   4運営費交付金が減り、基礎研究の衰退が懸念される。(大学, 所長・部室長クラス)
3   1   5 3   4   5トップダウンによる研究費が充分に活用されていない思いがある。(大学, 所長・部室長クラス)
3   4   5 4   3   2今日、明日のこともさること乍ら、10年20年後の事を考えると運営交付金の削減は研究者のすそ野を著しく狭くする。(大学, 所長・部室長クラス)
3   4   2 2   3   4文科省の学術政策に基づく研究費の支給が重要。(大学, 所長・部室長クラス)
4   3   1 3   1   4もの作り分野における技能伝承が急がれるような、国際競争にさらされている分野、問題に対しては国家プロジェクトとするべきだと考える。また、公募型研究による新しい発想の研究テーマの発掘が、今日では重要。(大学, 所長・部室長クラス)
3   2   4 3   2   5４は額が少なく、消耗品や旅費に使うことが多いから。５は民間財団の公募を意味する。(大学, 所長・部室長クラス)
2   3   4 3   4   2①１、２の充実に対して３、４の割合の低下。②国立大学運営費交付金の減少（１％／年）の影響が無視できない。③１、２では世界トップレベルの研究の芽をうまくひろえない。（目的が固定化される）(大学, 所長・部室長クラス)
3   4   1 4   3   1大学の基盤経費の不足が問題になっている。特に地方大学において。(大学, 主任・研究員クラス)
3   2   5 3   2   4基本となる資金も必要なため。(大学, 所長・部室長クラス)
4   3   0 3   4   2自由な発想で広く薄く分散させる方が、先々に芽が出てよい。(大学, 主任・研究員クラス)
2   3   1 2   1   3国が強いリーダーシップを発揮してある分野を引張るのも重要かと思いました。３だと個性は出るかもしれませんが、トップレベルの成果に至るのは難しそうです。(大学, 主任・研究員クラス)
3   5   1 3   1   5民間資金が閉鎖的になった。(大学, 所長・部室長クラス)
1   2   4 1   4   0公募型はある程度充足(公的研究機関, 主任・研究員クラス)
4   3   2 3   4   2科研費の間接経費が運営に使われている現実があるため。(公的研究機関, 所長・部室長クラス)
1   5   2 1   2   3現経済状況下、民間からの資金増は難しく、政府主導プロジェクトに産業側の役割を期待する。(民間企業, 学長等クラス)
1   2   5 1   3   509年度補正で組まれた先端研究支援プロジェクト（2700億）の様な仕組みの大型公募は有効。(民間企業, 学長等クラス)
3   1   2 1   2   3これからの時代を何をもって立国するのかが不可欠。国としての収益モデル、競争力モデル。(民間企業, 主任・研究員クラス)
5
1   2   3 1   2   4大学の独立法人化に伴い、研究室運営資金の枯渇対応に追われ研究に専念できない先生が多い。(民間企業, 所長・部室長クラス)
1   4   3 1   3   4国立大の法人化により、むやみなＴＬＯの活動に疑問。(民間企業, 所長・部室長クラス)
4   3   2 4   3   1１については具体的な政策が導入された為。(民間企業, 学長等クラス)
3   1   2 1   3   2欧米に比べて、日本はまだまだ政府主導のプロジェクト規模が小さい。(民間企業, 所長・部室長クラス)








4   3   2 4   3   1各省が行う大型プロよりも全体のスコープがある方がよく見える。国民注視の中で大型プロが行われる方が得策。(その他, 学長等クラス)
4   3   2 3   4   1基盤的経費が少ないために、独創性を育む素地が乏しくなった。(その他, 学長等クラス)
1   5   3 1   3   2景気後退などの影響を受け、民間からの資金調達は難しくなってきている。(その他, 学長等クラス)
4   1   3 4   1   3かつての人当経費のようなものをしっかり配分し、その上に上記の予算を○るべき。(その他, 無回答)


















































































































































































































全回答 -0.08 12 133 14 0.16 0.01
大学 -0.12 8 93 6 0.13 -0.02
公的研究機関 -0.61 1 12 3 0.25 0.13
















































































全回答 -0.04 16 129 12 0.18 -0.03
大学 -0.15 12 87 10 0.2 -0.02
公的研究機関 -0.14 2 14 1 0.18 -0.06





























































































全回答 -0.09 12 153 22 0.18 0.05
大学 -0.23 8 115 13 0.15 0.04
公的研究機関 0.38 2 8 3 0.38 0.08

















































































全回答 -0.09 18 144 20 0.21 0.01
大学 -0.2 15 107 11 0.2 -0.03
公的研究機関 0.3 0 9 3 0.25 0.25






















































































全回答 -0.4 9 78 10 0.2 0.01
大学 -0.44 7 46 7 0.23 0
公的研究機関 -0.87 2 15 1 0.17 -0.06






































































全回答 -0.52 10 76 8 0.19 -0.02
大学 -0.64 7 42 5 0.22 -0.04
公的研究機関 -0.82 3 15 2 0.25 -0.05





































































































































































































































全回答 -0.28 25 134 25 0.27 0
大学 -0.57 16 81 17 0.29 0.01
公的研究機関 -0.91 3 12 0 0.2 -0.2

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全回答 0.15 10 169 16 0.13 0.03
大学 0.05 8 100 14 0.18 0.05
公的研究機関 -0.65 0 9 1 0.1 0.1


























































































































































































































































































































































間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
一部には学力の貧しい学生が目立ちはじめている。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
博士課程応募者の減少と、質の低下。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
ポスドクが何故流浪するか、日本社会では大学教育だけが人材育成の場でないということ。大学等で研究に専念する者以外
は、後期まであえて目指す必要はない。（修士で充分）(その他, 無回答, 男性, 実感あり)
医学系には専門医制度と早期臨床研修制度のため、基礎医学に進む医学生は激減しており、将来が心配。(民間企業, 学長
等クラス, 男性, 実感あり)
博士課程進学希望者がいても最終的に就職希望となってしまう事例が自分の回りで多い。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実
感あり)
社会に出てから博士のメリットが少ない。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
修了後の待遇に不安がある。博士が企業で全く認められていない（歓迎されない）。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
博士が社会的に充分に評価されていないため、望ましい学生が一部を除いて必ずしも進学しなくなりつつある。(大学, 学長等
クラス, 男性, 実感あり)
進学志願者が現実に減少している。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
若手研究者のキャリアパスに明るい未来が見えないため。(民間企業, 学長等クラス, 女性, 実感あり)
意欲のある者をdiscourageしている。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
やりたいことがあってのドクターよりも、一過性の資格取得的な考えが多いのでは？(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感
あり)
結果的に優秀な人が博士課程後期に進んでいると考える。(公的研究機関, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
今年１名、来年１名Ｄｒコースを目指す学生が現われた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
有能な人材が恵まれない博士課程進学を避ける傾向が高まっている。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
優秀な人材ほど、Ｄｒに進学しない状況になっている。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
有能な学生が増える傾向にある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
有能な人材が博士後期課程に進学しているが、将来の見通しに不安を持つものも多い。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
































































就職難であり、修士で社会人になる人が多くなっていると感じる。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
近年、特に博士離れが進んでいると実感したため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
特に医学部の場合、研修医制度の変更に伴い、（研修期間修了後にも）大学院に戻ってくる人が極端に減少した。指導すべき
学生の入学が非常に減っている。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)








(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
不景気の影響で、最近就職できないため、院へ進む学生が増えている感がある。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感
あり)
最近、大学院後期課程への進学者が特に減少している。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
「研究者が報われない職業」であるというイメージが強くなっている。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
明るい将来像を描けなくなってきているから。(公的研究機関, 主任・研究員クラス, 女性, 実感なし)













全回答 0.09 21 140 18 0.22 -0.02
大学 0.2 15 102 16 0.23 0.01
公的研究機関 -0.54 2 10 1 0.23 -0.08













































































































全回答 -0.02 14 150 22 0.19 0.04
大学 0.02 10 103 14 0.19 0.03
公的研究機関 -0.31 2 12 2 0.25 0






























































































全回答 0.22 16 154 13 0.16 -0.02
大学 0.09 13 113 10 0.17 -0.02
公的研究機関 -0.63 2 8 2 0.33 0































































































































有能な若手が増えつつある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
少しやりすぎ。若手研究者がひとりよがりな研究に走る場合も多い。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
ある者は自立してプロジェクトを取ってくる。ある者は安住して温湯につかるように振る舞う。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実
感あり)
大型研究費を持つボスの下で自立ができるというのはイリュージョンに過ぎない。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
最近、若手研究者の自立性に疑問を感じることは増えた。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
公立の研究センターで科研費の申請ができない所がある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
人によります。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感なし)
研究能力は上がっている。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
10
外部資金の獲得による自主的な研究が増加。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
2 3
ポスドク等の利用により、自己の進む道を考えるようになっている。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)



















































全回答 0.93 13 121 21 0.22 0.05
大学 0.92 11 99 20 0.24 0.07
公的研究機関 0.8 2 7 0 0.22 -0.22














































































全回答 0.16 2 58 7 0.13 0.07
大学 0.28 0 30 3 0.09 0.09
公的研究機関 -0.24 2 18 3 0.22 0.04

































































































































ただ海外に行けばいいということでもないので。内容を充実すべき。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
単なる人材流出(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
海外研修による本人や周辺への影響（モチベーション向上）は高いのではないか！(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実
感なし)
本年度補正予算で若手研究者の海外派遣の予算がついた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
あるとは思うが、Ｄｒの就職状況の改善などより本質的な所が解決しないと効果はないだろう。(大学, 所長・部室長クラス, 女性,
実感あり)
機会は増えたが実効が十分でない。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
この１～２年で増強された。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
昔ほど海外に行くメリットはなくなってきている。むしろ、外国人をhostする側の経験も重要。(大学, 主任・研究員クラス, 男性,
実感あり)
日本学術振興会のさまざまなプログラムが充実してきたから。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
日本の若者はこれからは海外経験のない人ではリーダーになれない。特に研究者はボーダレスであるので若いうちに海外経
験を積ませよ。大学や研究機関はそれまではテニュアにしないこと。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
環境を変化させなければ若者は育たない。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
留学志望者が減少している。(公的研究機関, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
海外で広い視野を持たなければ、国際競争を知らずに、小さな安定思考に陥いる。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
「出たがらない」若者がふえつつあるように感じられている。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
自分で道を切り開ける人が少ないため戻って来れないポスドクが多い。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)




最も効果のある育成法である。問題は帰国後のポスト不足。(その他, 無回答, 男性, 実感あり)
2 3
海外との交流が少なすぎる。(公的研究機関, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
研究自体は日本国内で可能な場合が多いと思われるが、コミュニケーションが問題。海外滞在で改善されることを期待する。
(公的研究機関, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
機会は増えて来ているが、さらに増やす事が望ましい。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)


























































機会は十分すぎるくらいある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)













全回答 -0.01 14 156 14 0.15 0
大学 0.01 10 111 8 0.14 -0.02
公的研究機関 -0.43 4 13 0 0.24 -0.24

















































































































































































































































































































全回答 0.52 20 149 17 0.2 -0.02
大学 0.57 14 98 11 0.2 -0.02
公的研究機関 0.07 4 11 3 0.39 -0.06


















































































































































男と区別は無いように思います。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
育児施設がまだまだ不足している。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
研究者の母集団をもっと増加させる必要あり。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
パーマネントが減ってきているのではないかと思う。任期制が多い。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
助教で十分と思われている。現状を変えようとしない。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
結果が見えてこないので不十分なのでは？(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
女性の昇進が遅いように感じる。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
子育中の女性研究者に対する支援がない。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
最近、女性研究者に対するパワハラ、アカハラ問題をよく耳にする。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
よくなってきたと思うが、まだ工夫する必要はあるだろう。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
育児所等が設置されはじめている。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
大学の環境は改善されつつある。問題は社会的環境。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
産休など少し改善。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
民間は改善されてきた。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
男女共同参画によるプログラムがますます進んでいるように感じるため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
各企業で環境改善の取り組みをはじめつつある。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
採用など、同等の能力評価であれば、女性を優先とするものが増えていると感じる。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
支援システムがより充実してきた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
トップダウンによる任用推進などの方策がとられるようになった。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
最近、女性が活躍できる環境の整備が図られつつある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
人事システム等においては、差別はなくなりつつあるが、家庭、育児等の負担軽減は依然としてある。(その他, 無回答, 男性,
実感あり)
子育て支援が充実しつつある。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)















































































































民間は改善されてきた。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
何らかの能動的な工夫が必要と考える様になった。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
経済不況下では民間企業における人事システムは実際には悪化している。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
産休前後の取り扱い、配慮が不足している。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
女性限定の公募をもっと増やすべき。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
結果が見えてこないので不十分なのでは？(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
各企業で人事システムの工夫をしつつある。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
男女共同参画によるプログラムがますます進んでいるように感じるため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
意識は高くなってきている。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
制度上の問題は改善に向かっているが、まだ大きな成果につながっていない。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
子育て支援が充実しつつある。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
女性教員のみを対象にした募集の開始。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)






















































全回答 0.32 13 119 14 0.18 0.01
大学 0.25 12 98 13 0.2 0.01
公的研究機関 -0.43 1 7 0 0.13 -0.13


































































全回答 0 4 48 5 0.16 0.02
大学 -0.09 2 25 3 0.17 0.03
公的研究機関 -0.28 2 15 2 0.21 0



















































全回答 0.15 9 133 7 0.11 -0.01
大学 0.02 9 110 7 0.13 -0.02
公的研究機関 0.43 0 8 0 0 0































































全回答 0.31 4 51 8 0.19 0.06
大学 0.22 2 27 4 0.18 0.06
公的研究機関 0.46 1 15 3 0.21 0.11













































全回答 0.21 9 125 9 0.13 0
大学 0.21 8 102 8 0.14 0
公的研究機関 -0.42 0 7 1 0.13 0.13






















































全回答 0.38 5 46 8 0.22 0.05
大学 0.36 1 24 3 0.14 0.07
公的研究機関 0.47 2 13 4 0.32 0.11






























































































































































































































































































































































































































































































































































































全回答 -0.21 12 130 5 0.12 -0.05
大学 -0.33 11 106 5 0.13 -0.05
公的研究機関 -0.43 0 6 0 0 0







































































全回答 -0.32 2 51 2 0.07 0
大学 -0.13 1 24 1 0.08 0
公的研究機関 -0.55 0 16 1 0.06 0.06















































































































過去に比べると流動性は高まっていると思う。まだこれからの感あり。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
独法化以来、国立大学と旧国立研究所間の人材流動が著しく低下した。退職金が通算されなくなったためである。(公的研究
機関, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
一頃より流動性が減少しているように思われる。内部昇格が増えている。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
具体事例が減少しているように感じるので。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
大学間の格差（運営交付金等）が、地方大学への応募にマイナス効果を与えている。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感な
し)









流動性がリスクを持ちはじめている。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
日本的雇用と研究者の人材流動とがマッチしていないため、ポスドク問題が声髙に叫ばれる中で、博士課程進学希望者が激
減する状況。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
少しではあるが交流が増加している。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
大学及び公的研究機関の内部の流動性（例えば学科間、研究セクションの間の）は少しずつ増えている感がある。(大学, 所
長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
一部大学では、内部昇格を認めないなどルールが定められてきている。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
職場における身近な人事も流動性が高くなったと考えます。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)























































全回答 0.36 11 123 10 0.15 -0.01
大学 0.37 6 73 8 0.16 0.02
公的研究機関 -0.29 1 14 1 0.13 0



























































全回答 0.06 7 111 10 0.13 0.02
大学 0 4 74 5 0.11 0.01
公的研究機関 -0.61 2 13 1 0.19 -0.06









































































全回答 0.29 10 121 12 0.15 0.01
大学 0.12 10 98 10 0.17 0
公的研究機関 0.38 0 7 0 0 0





































































全回答 0.43 1 44 3 0.08 0.04
大学 0.51 1 19 1 0.1 0
公的研究機関 -0.12 0 18 1 0.05 0.05






























































































































































































































































































































































































































全回答 0.01 9 119 15 0.17 0.04
大学 0.2 8 94 12 0.18 0.04
公的研究機関 -0.39 0 11 2 0.15 0.15














































































全回答 0.1 5 114 12 0.13 0.05
大学 0.23 5 89 8 0.13 0.03
公的研究機関 -0.1 0 13 3 0.19 0.19















































































































































































































































































目的指向型の重要性が増大している。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
バランスが考慮されるようになりつつある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
予想したよりも、自由発想型研究に対して目的志向型研究施策が強い影響を与えていないと感じる。(その他, 学長等クラス, 男
性, 実感あり)
最近の多くの大型予算がtop down的になりすぎている。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
ますます格差が広がっている懸念を感じる。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
政策課題対応型研究は、わが国として必要であるのできちんと行われるべきです。また一定の期間に目標を達成するためには








業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
科研費の審査において大いに感じる。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
研究者の間にこの点の理解について混乱が生じている。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
大学への運営費交付金の削減のため、大型外部予算（＝課題対応研）でそれを補うことが必要になり、自由な発想が失われて
いる。若手においても、課題に対応したテーマをこま切れに遂行していればある程度に研究費が得られるため、幹の太い自由
な研究が育ち難い。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
評価のための評価とならない様に、注意が必要。少しずつ改善されつつある。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
各省プロジェクトが多すぎる。科研費の伸びが低い。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
補正予算における（2700億円）選択でも自由発想型の課題は極めて少数。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
最近、自由発想型研究の芽が涸渇しているように感じる。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)

























































-2 国として必要とされる研究もあるので、政策課題対応型の研究もするべきと思う。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
iPS細胞研究に予算が取られたとの発言を多く聞くことがあるが、政策的に優先すべきテーマの明確化、また具現化の状況を国
民が観察できる環境にすることも大事。平たくばらまく方法をとって、結局何も残らない研究ばかりでは問題である。(公的研究
機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
あまりに自由すぎて何を目指すのかわからない研究も数多くあることを知るに至った。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あ
り)
総合科学技術会議を始め、各省庁で政策課題型研究や応用研究への支援策が強化され、基礎研究は弱体化している。(大













全回答 -0.13 18 131 13 0.19 -0.03
大学 -0.15 16 105 12 0.21 -0.03
公的研究機関 0.25 1 8 0 0.11 -0.11















































































全回答 0.28 11 131 9 0.13 -0.01
大学 0.18 10 104 9 0.15 -0.01
公的研究機関 0.56 0 6 0 0 0























































全回答 0.12 9 129 12 0.14 0.02
大学 0.07 8 104 11 0.15 0.02
公的研究機関 0.15 0 8 1 0.11 0.11



















































































































































































































































































































-2 基盤的研究費が少なすぎる。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
社会的価値、経済的価値になかなか結び付いていない感がする。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
科研費の割合を他の予算に比べて増やすべき。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
ＮＥＤＯ等の動きが、文科省の動きと連動せず、問題がある。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
うたい文句はいいのですが、配分方法は全く非民主的です。又は官僚的です。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
研究者の意識、多様性が確保できること。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
リソースの集中に偏って研究機関格差が広がりすぎた。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
集中投資がより強く叫ばれるようになり、多様性と逆行している。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
新領域や融合分野へのチャレンジが弱い。(民間企業, 無回答, 男性, 実感なし)
基礎研究への配分は増々低下してきた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
公平な審査が行われて配分されているか疑問。(公的研究機関, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
研究資金と関係しているとは思えない。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感なし)
研究資金申請時に様々な工夫を感じたため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感なし)
発散という批判もあるが、金額の増加もあり、良い方向に向かっている。(その他, 無回答, 男性, 実感なし)
科学研究費の額は、従来より増えてきたように思う。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
2700億に期待する。(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
内閣府の新しい取り組みがスタートした。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
かなり、重点配分されるようになってきた。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
























































全回答 0.17 4 148 14 0.11 0.06
大学 0.07 3 106 7 0.09 0.03
公的研究機関 0.02 0 16 1 0.06 0.06
























































全回答 0.23 11 117 11 0.16 0
大学 0.24 8 80 9 0.18 0.01
公的研究機関 -0.14 2 12 0 0.14 -0.14















































































全回答 0.45 7 134 8 0.1 0.01
大学 0.57 5 90 5 0.1 0
公的研究機関 -0.49 1 14 0 0.07 -0.07


































































全回答 0.36 11 114 10 0.16 -0.01
大学 0.46 7 76 5 0.14 -0.02
公的研究機関 -0.34 1 11 1 0.15 0











































































































































































































































































































































情報開示等に改善がある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
採択率の低下により公正さを欠いてきた。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
補助金の目的から見直しては？(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感なし)
大きな予算の配分については不透明。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
平成１９年度、及び平成２０年度の科学研究費の審査員をしましたが、公正で透明性の高い審査と思いました。(大学, 主任・研
究員クラス, 女性, 実感あり)
真に公正なのか疑義があるものが見受けられる。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
審査員を幅広く採用するため、分野のことを知らない審査員が増えている。（主要大学の審査員数は限られ、地方大学や私立
大学に審査員を求めているため）(大学, 学長等クラス, 男性, 実感なし)
不採択の場合に審査員のコメントが提示されてもよいのではないか。研究の進め方の参考にもなるはず。(大学, 所長・部室長ク
ラス, 男性, 実感あり)
公正すぎるが問題。もっと責任者のリーダーシップが発揮されてもよい。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
自分が実際に審査を行い、審査制度に対し理解が進んだため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
学振の説明、ＰＯ経験者の話を聞いた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
審査メンバーが固定化している傾向があるが、分野によっては改善していると思う。(民間企業, 学長等クラス, 女性, 実感なし)
自分が採用された時／されなかった時、人が採用された時／されなかった時にその時ではなく１年～数年経って結果を納得で
きます。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
開示がより多く行われるようになりつつある。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)




















































全回答 0.14 10 106 10 0.16 0
大学 0.2 8 82 10 0.18 0.02
公的研究機関 -1.02 2 12 0 0.14 -0.14



































































全回答 1.22 9 107 26 0.25 0.12
大学 1.36 7 88 22 0.25 0.13
公的研究機関 0.48 2 11 2 0.27 0












































































































































































































































全回答 0.06 11 80 6 0.18 -0.05
大学 0.22 9 58 5 0.19 -0.06
公的研究機関 -0.74 0 7 1 0.13 0.13

























































全回答 0.14 5 63 8 0.17 0.04
大学 0.21 3 46 7 0.18 0.07
公的研究機関 -0.36 1 5 0 0.17 -0.17




























































全回答 0.49 4 59 7 0.16 0.04
大学 0.63 2 44 4 0.12 0.04
公的研究機関 -0.27 1 3 2 0.5 0.17

























































































す。Google scholarのワンクリック違う分野の人でも審査できます。(大学, 所長・部室長クラス, 男性)
問51に関して：研究費の項目間の移動をより自由にできる様にした方が研究費をより能率的に使える。(大学, 所長・部室長クラ
ス, 男性)





















































全回答 -0.31 8 129 8 0.11 0
大学 -0.34 8 99 8 0.14 0
公的研究機関 -1.13 0 16 0 0 0




























































全回答 -0.06 6 65 8 0.18 0.03
大学 0.05 6 51 6 0.19 0
公的研究機関 -0.92 0 8 2 0.2 0.2












































































































































































全回答 0.22 9 103 4 0.11 -0.04
大学 0.35 6 84 2 0.09 -0.04
公的研究機関 -0.5 3 12 1 0.25 -0.13





















































































































若干神経質(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
各機関で制度化が進んでいる。(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
大学内ほど不透明。上層部が勝手なことをやっているような気がする。(大学, 主任・研究員クラス, 男性, 実感なし)
今の大学の事務がひどいから。(大学, 所長・部室長クラス, 女性, 実感あり)
人不足(公的研究機関, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
資金管理システム、特にコンピュータシステムが全く整備されていない。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
大学の事情による。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
経費の管理に関して言えば、事務手続的に完ぺきであって発注元の研究者にはあまりにメリットのない契約などが目立つように
なった。（例えば競争入札で低品質なものを納入される。）(民間企業, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
使い悪さが進んでいる。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
未だに不正管理が後を断たない現状であるようにマスコミ報道は伝えている。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
経費の管理・監査体制や、公正で透明な資金管理体制は改善されてきている。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
研修制度などの徹底(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
最近、監査が厳しすぎて研究の速度が保てなかったことがあるため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感あり)
「無知」からの脱皮が進んだ。(その他, 無回答, 男性, 実感なし)










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全回答 0.12 9 106 10 0.15 0.01
大学 -0.15 4 71 8 0.14 0.05
公的研究機関 1.29 3 11 1 0.27 -0.13






















































































全回答 0.15 7 132 13 0.13 0.04
大学 0.17 4 85 12 0.16 0.08
公的研究機関 0 2 14 0 0.13 -0.13







































































全回答 0.2 10 110 9 0.15 -0.01
大学 0.16 8 83 7 0.15 -0.01
公的研究機関 0.39 0 11 0 0 0






































































全回答 0.19 8 108 12 0.16 0.03
大学 0.38 5 76 8 0.15 0.03
公的研究機関 0.12 1 10 2 0.23 0.08








































































































































一層必要性は大。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
２つの分野は基本的な考え方が異なるため統合が難しいが必要だと思う。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
社会バランスから、さらに知の統合を進めた方がよい。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
知の統合以上に力を注ぐべき事項があるように感じるため。(大学, 主任・研究員クラス, 女性, 実感なし)
知の統合になじむ分野となじまない分野をまずは見極めるべき。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
エスノグラフィの成果←統合の一例(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
人文社会学との連携の失敗例が増加している。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
言うは易く、行うは難しの典型の１つか、言うこと自身に意味がないかもしれない。(その他, 学長等クラス, 男性, 実感あり)















































































































































Institute（ＨＨＭＩ）が立ち上げたJanelia Farm Research Campusなどの研究所や制度を十分に検討して、国内での取り組むべき
である。具体的には、世界トップクラスの研究教育拠点の中に、異分野融合に基づく真の基礎研究拠点があるべきだ。また日本




























































全回答 0.03 7 154 12 0.11 0.03
大学 -0.22 6 88 5 0.11 -0.01
公的研究機関 -1.07 0 6 0 0 0

































































全回答 0.13 5 94 10 0.14 0.05
大学 -0.12 3 28 2 0.15 -0.03
公的研究機関 -0.29 1 15 1 0.12 0




























































全回答 0.59 10 149 19 0.16 0.05
大学 0.28 8 88 14 0.2 0.05
公的研究機関 1.1 0 5 1 0.17 0.17









































































全回答 0.73 5 81 10 0.16 0.05
大学 0.89 2 26 3 0.16 0.03
公的研究機関 0.68 1 12 5 0.33 0.22



















































全回答 0.24 8 148 20 0.16 0.07
大学 0.04 7 89 6 0.13 -0.01
公的研究機関 0.7 1 11 4 0.31 0.19













































































全回答 0.3 8 114 13 0.16 0.04
大学 0.13 4 59 5 0.13 0.01
公的研究機関 -0.33 3 8 0 0.27 -0.27










































































全回答 0.01 10 157 7 0.1 -0.02
大学 0.03 7 92 6 0.12 -0.01
公的研究機関 -0.14 2 8 0 0.2 -0.2























































全回答 0.01 14 128 7 0.14 -0.05
大学 0.06 10 76 5 0.16 -0.05
公的研究機関 0.93 1 8 1 0.2 0


























































全回答 0.07 7 99 9 0.14 0.02
大学 -0.35 4 60 5 0.13 0.01
公的研究機関 0.58 0 4 1 0.2 0.2





























































































































日本の大学にサポートシステムがない。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
正確なところは分からないが、契約社会である米国より進んでいるとは思えない。(大学, 学長等クラス, 男性, 実感あり)
日本の大学の能力が低いと感じるようになった。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
国の方針のもと、日本の大学でも専門部門ができるなど、実務能力は確実に高まってきている。(民間企業, 所長・部室長クラス,
男性, 実感あり)
注、大学によって差が大きい。(民間企業, 無回答, 男性, 実感あり)
指数
0
大学でのしくみが整ってきた。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)
最近、日本の大学も実務能力が向上している。(民間企業, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
実務能力は向上。しかし効率向上はいまひとつ。(その他, 無回答, 男性, 実感あり)
一般的には依然契約に関わる語学的な壁が存在すると思われる。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感なし)
知財本部の充実。(民間企業, 主任・研究員クラス, 男性, 実感あり)
知財の取り扱いに対する力量は、スタッフの充実により改善されつつある。ただ、この様なスタッフの人件費は時限的予算によ
るものが殆どで、これは問題である。(大学, 所長・部室長クラス, 男性, 実感あり)

















































































































































































































































































































































































































全回答 0.27 9 98 15 0.2 0.05
大学 0.24 8 77 10 0.19 0.02
公的研究機関 -0.27 0 5 0 0 0











































































全回答 0.19 8 90 8 0.15 0
大学 0.1 8 71 6 0.16 -0.02
公的研究機関 -0.68 0 4 0 0 0





























































全回答 0.42 9 83 8 0.17 -0.01
大学 0.3 8 64 6 0.18 -0.03
公的研究機関 0.09 0 6 0 0 0







































































































































































































































































































































































































































































全回答 0.63 8 135 27 0.21 0.11
大学 0.79 6 81 20 0.24 0.13
公的研究機関 -0.07 1 15 2 0.17 0.06











































































全回答 0.05 10 122 16 0.18 0.04
大学 -0.07 6 77 8 0.15 0.02
公的研究機関 -1.02 3 12 1 0.25 -0.13

































































全回答 0.6 7 125 13 0.14 0.04
大学 0.71 5 80 9 0.15 0.04
公的研究機関 -0.29 2 13 0 0.13 -0.13

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2009 年度科学技術システム定点調査 調査票 
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桑原 輝隆 総務研究官 
 
（科学技術システム定点調査担当） 
伊神 正貫 科学技術基盤調査研究室主任研究官 
 
（調査補助） 




井田 潤治 企画２部 










































〒100 - 0013 東京都千代田区霞が関 3-2-2 中央合同庁舎第 7 号館東館 16 階  
TEL 03-6733-4910 
FAX 03-3503-3996 
 
 
